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表紙写真の説明
J-PARC MLF ミュオン科学

実験施設の H ラインを延長
し， ミ ュ ー オ ン g−2/EDM
測定実験装置が開発されてい
る．

左の挿入写真は RFQ，上
部は装置の全体像とミューオ
ン蓄積磁石の概念図である．
詳しくは本文を参照．

山崎高幸
（KEK 物構研）
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